






Development of “the Tragedy of the Commons” Game 
for Environmental Education 






















































































 年月 大学 講義名 参加人数 
事例１ 2010 年６月 鳥取大学 環境教育論 19 名 
事例２ 2011 年６月 鳥取大学 環境教育論 15 名 
事例３ 2011 年７月 山形大学 森林科学総合実験実習 16 名 
事例４ 2012 年６月 山形大学 森林文化論 16 名 





















事例 1 A ｸﾞﾙｰﾌﾟ 19 19 18 18 74 1 
12 ﾗｳﾝﾄﾞ B ｸﾞﾙｰﾌﾟ 19 18 15 15 67 4 
 
C ｸﾞﾙｰﾌﾟ 17 16 16 16 65 1 
 
D ｸﾞﾙｰﾌﾟ 15 13 11 10 49 5 
 
E ｸﾞﾙｰﾌﾟ 13 9 9 
 
31 (4) 
       
 
  
ﾌﾟﾚｲﾔｰ A ﾌﾟﾚｲﾔｰ B ﾌﾟﾚｲﾔｰ C ﾌﾟﾚｲﾔｰ D 計  
事例 2 A ｸﾞﾙｰﾌﾟ 18 17 17 
 
52 (1) 
12 ﾗｳﾝﾄﾞ B ｸﾞﾙｰﾌﾟ 21 19 15 14 69 7 
 
C ｸﾞﾙｰﾌﾟ 19 16 15 12 62 7 
 
D ｸﾞﾙｰﾌﾟ 16 12 11 10 49 6 
       
 
  
ﾌﾟﾚｲﾔｰ A ﾌﾟﾚｲﾔｰ B ﾌﾟﾚｲﾔｰ C ﾌﾟﾚｲﾔｰ D 計  
事例 3-1 A ｸﾞﾙｰﾌﾟ 25 17 17 17 76 8 
13 ﾗｳﾝﾄﾞ B ｸﾞﾙｰﾌﾟ 19 18 17 17 71 2 
 
C ｸﾞﾙｰﾌﾟ 17 13 12 12 54 5 
 
D ｸﾞﾙｰﾌﾟ 15 13 12 9 49 6 
       
 




ﾌﾟﾚｲﾔｰ A ﾌﾟﾚｲﾔｰ B ﾌﾟﾚｲﾔｰ C ﾌﾟﾚｲﾔｰ D 計  
事例 3-2 A ｸﾞﾙｰﾌﾟ 12 12 12 12 48 0 
8 ﾗｳﾝﾄﾞ B ｸﾞﾙｰﾌﾟ 12 12 12 12 48 0 
 
C ｸﾞﾙｰﾌﾟ 11 12 11 12 46 1 
 
D ｸﾞﾙｰﾌﾟ 12 12 12 12 48 0 
       
 
  
ﾌﾟﾚｲﾔｰ A ﾌﾟﾚｲﾔｰ B ﾌﾟﾚｲﾔｰ C ﾌﾟﾚｲﾔｰ D 計  
事例 4 A ｸﾞﾙｰﾌﾟ 20 20 18 18 76 2 
13 ﾗｳﾝﾄﾞ B ｸﾞﾙｰﾌﾟ 21 20 17 16 74 4 
 
C ｸﾞﾙｰﾌﾟ 21 16 15 10 62 11 
 
D ｸﾞﾙｰﾌﾟ 17 15 14 13 59 4 
  
ﾌﾟﾚｲﾔｰ A ﾌﾟﾚｲﾔｰ B ﾌﾟﾚｲﾔｰ C ﾌﾟﾚｲﾔｰ D 計  
       
 
事例 5 A ｸﾞﾙｰﾌﾟ 24 22 21 21 88 3 
16 ﾗｳﾝﾄﾞ B ｸﾞﾙｰﾌﾟ 23 23 23 19 88 4 
 
C ｸﾞﾙｰﾌﾟ 26 20 20 17 83 9 
 
D ｸﾞﾙｰﾌﾟ 21 21 20 19 81 2 
 
E ｸﾞﾙｰﾌﾟ 19 19 17 13 68 6 
 
F ｸﾞﾙｰﾌﾟ 18 17 15 11 61 7 
 







A ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾌﾟﾚｲﾔｰ A ﾌﾟﾚｲﾔｰ B ﾌﾟﾚｲﾔｰ C ﾌﾟﾚｲﾔｰ D 計 
得点 19 19 18 18 74 
植林ｱｸｼｮﾝ数 8 6 8 7 29 
製材ｱｸｼｮﾝ数 1 5 2 4 12 
建築ｱｸｼｮﾝ数 3 1 2 1 7 
      B ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾌﾟﾚｲﾔｰ A ﾌﾟﾚｲﾔｰ B ﾌﾟﾚｲﾔｰ C ﾌﾟﾚｲﾔｰ D 計 
得点 19 18 15 15 67 
植林ｱｸｼｮﾝ数 6 6 9 9 30 
製材ｱｸｼｮﾝ数 2 6 3 3 14 
建築ｱｸｼｮﾝ数 4 0 0 0 4 
      C ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾌﾟﾚｲﾔｰ A ﾌﾟﾚｲﾔｰ B ﾌﾟﾚｲﾔｰ C ﾌﾟﾚｲﾔｰ D 計 
得点 17 16 16 16 65 
植林ｱｸｼｮﾝ数 7 5 5 8 25 
製材ｱｸｼｮﾝ数 3 5 6 2 16 
建築ｱｸｼｮﾝ数 2 2 1 2 7 
      D ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾌﾟﾚｲﾔｰ A ﾌﾟﾚｲﾔｰ B ﾌﾟﾚｲﾔｰ C ﾌﾟﾚｲﾔｰ D 計 
得点 15 13 11 10 49 
植林ｱｸｼｮﾝ数 5 8 2 6 21 
製材ｱｸｼｮﾝ数 7 3 3 4 17 
建築ｱｸｼｮﾝ数 0 1 7 2 10 
      E ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾌﾟﾚｲﾔｰ A ﾌﾟﾚｲﾔｰ B ﾌﾟﾚｲﾔｰ C - 計 
得点 13 9 9 - （31） 
植林ｱｸｼｮﾝ数 4 6 2 - （12） 
製材ｱｸｼｮﾝ数 6 4 6 - （16） 
建築ｱｸｼｮﾝ数 2 2 4 - （8） 





































































ストックから「青」の小チップを 1 枚獲得し， 
ストックの「緑」の小チップ 1 枚をフィールドに追加 
黄 製材 フィールドから「緑」の小チップを 2 枚獲得し， 
ストックの「黄」の小チップ 2 枚をフィールドに追加 
赤 建築 
フィールドから「黄」の小チップを 3 枚獲得し， 































氏名 獲得小チップ数（枚） 備考 
 合  計        枚  
青 緑 黄 
   
 合  計        枚  
青 緑 黄 
   
 合  計        枚  
青 緑 黄 
   
 合  計        枚  
青 緑 黄 
   
計 
合  計        枚  
青 緑 黄 





































































































































































札を持ち，そこから毎年 4 枚ずつ手札として 4 年間で 16 枚を使う）で回避できる。 
iii大沼進・北梶陽子「産業廃棄物不法投棄ゲームの開発と社会的ジレンマアプローチ―利得構造と情報の
非対称性という構造的与件がもたらす効果の検討―」『シミュレーション＆ゲーミング』17(1), 5-16, 2007。 
iv広瀬幸雄・杉浦淳吉「環境教育のカリキュラムとしての模擬社会環境ゲームの開発」7(1), 7-16, 1997。 
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